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地域別 に 見る世界 の 土質関係基準 とそ の 運 用
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1．　 ま え が き
表一1　社会環境の 対 比

項 日 （単位） オ L・
ス トラ リァ 「・ ；一一ジ ー・困 ・

　オ
ー

ス トラ レ
ー

シ ア （Australasia）は，

オ セ ア ニ ァ と等 し い 地域 に 使 わ れ る こ と

もあ るが，こ こ で は オース トラ リア （Co
−

mmonwealth 　 of 　Australia）お よ び ニ ュ

ージーラ ン ド （New 　Zealand） の 狭義 の

意味に 用 い る 。 上記両国だ けで ， オ セ ァ

ニ ア 全面積851万 km2 の 96％，総人 口 約

20DO 万 人 の 80％ と，実質的 に そ の 大半

を占め る 。

　 と こ ろ で ，通称 ス ペ ッ ク （specification ，

示様書） と か ， 標準規格とい われ る 基準

類 に は，法的規制をもつ もの か ら単 なる

参考的指針 に す ぎな い もの ま で そ の 範囲

は広 い
。 規格 の 多 さが，そ の 国 の 技術水

準 の 高さに 比例す る指標 で あ るか ど うか

は分 か ら な い が，オ ース トラ レ ー
シ ァ に

お い て もそ の 数は 少 な くな い
。

こ こ で は ，

土質試験
・
調査法の 標準規格， な らび に

道路，安定 処 理 土 ， 耐震設計に 関す る 基

準に 限 っ て 述 べ る こ とに した い 。

・ ・ ｛無
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2． オース トラ レーシア の環境概

　　 要

　工 業規格 ・基準 は，国際標 準 化 機構

（ISO ）の よ うに 世界で 統一化しよ うとす

る動き があ る一方 で ， 各国 ・各地域 の 社

会 ・自然環境に よ り特殊化 ・変則化が 進

ん で い る の も事実で あ る 。 土質関係基準

に つ い て は 後者の 傾向が強い とい え る。

以下簡単に ，こ れ ら基準類 に 影響す る と

考え られ る 両国 の 環境条件を述 べ て お く。

　2．1 社会環境条件

　 　 　 　 　 i一モ ール 梅

　

講 ン

E2 ： ロ
ー

ム ま たは粘 土 （しば しば基盤 まで

　 　 浅 い ）

E3 ：砂 ま た は ロ・・一ム 質砂

V2 ：活性粘 土を含む 土

11 ：無定形 または ア ロ フ ェン粘土 を含む 土

　 　 〔し ばし ば火 山灰，腐植含む ）

13 ：明色 の 薄い 水 平 表層 の 土

　 　 　 　 　 　 　 　 図一1

　両国は 共 に，南半球 に お ける英国植 民 地 と して開発 され

た歴史的背景をもつ の で ，多 くの 類似点が み られ る 。 し た

が っ て， し ば し ば同
一
視 され る こ とが多い が ， 異質な 面が

タ

ス

マ

ン

延

太

平

洋

鵺 蘯
］3
　 　 ，　 ニュージ

ー
ラン ド

　 ’

　 　 13

　 　 　 　 　 　（温暖，冬 期多湿 ）

U4 ：彊凛虱イ匕ポ ドゾ yレ （温 暖
〜
高温 乾燥）

X3 ：山 岳部 の 土 ：ポ ドゾル 系

X6 ：　　 〃 　　 ：新鮮な 露出岩上の 土

D1 ；砂 漠ま た は 塩基 性 土

A2 ：ポ ドゾル （高温 多湿 ）

A3 ；　 〃 　 （高温 乾燥 ）

A4 ：　　 tl

オース トラ レ ーシ ァ の 土 質分布

ヰ九州大学助手 　工 学部水工 土木 学教室
＊VL州大学教授　工 学部水工 圭木学教室

June，1982

少 な くな い 。日本も含め て 対 比 して 示 した の が表
一 1で あ

る。まず主な 共 通要素 を挙 げ れ ば ， （1瑛 語圏文化 （特 に英

国系）を もつ
，   新国家 で あ る ， （3農 牧業を基幹産業とす

る先進国で あ る，（4）人 口 密度 は 低 い が都市集中度 が 著 しい ．

  生 活水準が高い ， な ど で あ る 。 特 に 1 人当た りの 自動車

台数 （1976年） は米国に 次 い で ， オ
ー

ス トラリア 2 位 ，
二

45
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ユ
ージーラ ン ド 3位で あ り道路交通 に対す る依存度は高く，

両 国 で の 土質工学分野の 中で 道路土質の 果 た す役割は大 き

い 。他方，両国 の 差 異 を 指摘す る と き ， ま ず第
一

に 考 え ね

ば な らない の は ， 両国間 の 距離約 1900km で あ ろ う。 こ

の 遠 い 隔た りが，気候 ・地形 ・地勢 ・地質 ・土質等の 自然

環境 は も と よ り，国民性，産業の 違 い に 与 え る 影響は 少 な

くな い 。

　 2．2　自然環境条件

　2．2．1 オ ース トラ リア
1）： 国土 の 広 さ は ， 南北3200km

，

東西 4000km あ り，日本 の 約 21倍 ， 米国本土 の 大 きさに 匹

敵す る 。 オース トラ リ ア 大陸の 大部分は古生代地質 の 安定

・陸塊 で あ る 。 地形
2）・S ）・4 ）

は ， 著 しい 地殻変動が 起 こ らな か

っ た た め 比較的単調 で あ るが ， 大き く次の 三 つ に 分 か れ る 。

すな わ ち ， 西部台地 （高度400m 以 下 の 楯状地 で ，砂漠 が

広 が る 。 全土 の 60％），中央低地 （構造平野 で ， 中央部 の

大鑽（さん ）井盆地 は 世界最大。全土 の 30％），東部高地（古

生代 の し ゆ う曲山地 で，分 水嶺山脈 に よ り北部は 台地状，

南部 も侵食 され て海抜 2000m 以上 の 所 は 少 な い ） で あ る 。

気候 は，北部 の 熱帯 か ら南部 の 温 帯性気候 に 属 し，降水量

・は北部と東部に多い が ， 内陸 の 大部分 （国土 の 60％ ） は乾

燥 して い る 。 植生 を 全 くみない 砂漠は 少 な い が ， 草原や疎

林の 広 が る 半砂漠や ス テ ッ プ の 占め る 割合が 大きい 。 こ の

．国 で は 農牧業 を主 産業 とす る た め，流水や 地 下水 の 水資源

開 発 に は 極 め て 積極的 で あ り
5〕

， 土壌学を中心 と し た 土 の

研 究 が 進 ん で い る。図
一 16） は大略 の 土質 分 布 を示 し た も

の で あ る が，ほ か に 詳細な土質調査書 ・
分布図 が 各種刊行

され て い る
7）・8）・e）

。 連邦科学産業研究庁 （CSIRO ）が作成

・した 土質図
1°）

（200万 分 の 1） で は，全土 を10 地区 に 分 け，

土 質分類は ， 大分類 と し て ， ｛1均一組織の プ ロ フ ィ
ール を

もつ 土 （記号U ），   漸次変化する プ ロ フ ィ
ー

ル を も つ 土

く記号 G ），（3｝複式組織の プ ロ フ ィ
ー

ル を も つ 土
「1）

（記号 D ），

側 有機質 プ ロ フ ィ
ー

ル を もつ 土 （記号 0 ），  表土 の ない

所 （こ れ は主 に 東部の 火山に よ る玄武岩。活火山 は な い ）

の 5 種 に 分け，更 に 中分類，細分類 し て い る 。 特殊な土 と

して は，クイ ン ズ ラ ン ド州沖合 の 大堡礁 （島との 問 に 潟湖

・を もつ さ ん ご礁）付近 の コ ーラル リーフ ロ ッ クや，内陸 に

は広 くレ ス 土 の 分布が み られ る 。 ま た 旧属領パ プ ア ニ ュ
ー

ギ ニ ァ の た め の 火山 灰土 の 調査研究も行わ れ て い る 。

　 2．2．2　ニ ュ
ージーラ ン F

’
　
12）

： オース ト ラ リア プ レ ート

の エ ッ ジ に あ り， 環太平洋造山帯に属す火山国で あ る 。 南

島に は 3000m 以上 の 高峻な南 ア ル プ ス が 連な り氷河地形

が み られ る が ，北島に は 丘 陵が広 が り火山 地形が多い 。気

候は，温和な偏西風 の 影響を受 ける 西岸海性気候 で ，南島

西 斜面 の 年降水量が 1500mm 以上あ る の に 対 し て，偏西

風 が遮断 され る 東斜面 で は 600〜goe　mm で あ り，そ の 差

が著しい の が特微的 で あ る。中生層以降 の 比較的新 しい 地

層 で あ る こ とや ， 火 山灰土，地震発生，地すべ り等 ， 我が

国 の 状況 に近 い こ とが指摘 され て い る。土質図 に 関 し て は ，

46

196G年代 に 科学産業研究局（DSIR ）の 土 壌部（S。i1　Bureau）

が全土 に つ い て
一

応完成 し，そ の 後地方ご と に詳細な もの

を整備して い る 。 沖積粘土 や 有機質土 もか な りの 面積を 占

め る が ， 火 山 噴出物 に 由来す る 土石 が 広 く堆積 し，特 に 北

島に は南九州 の し らす
13）と同 じ軽石土 （pumice 　 soil ）が み

られ る。ま た， レ ス 土 も南北両島 に 分布 し，南島 で の 分布

面積 は 10％ に 達 し て い る 。

3．　 土質試験 ・調査法

　 3．1 標準規格

　我が国の 日本工 業規格 （JIS）と同 じ く，両国に は 国家規

格と して Australian　Standard（略号AS ）と New 　Zealand

Standard （略号 NZS ）があ る 。 こ の 標準規格 の 中に，土

質に 関する諸試験
・調査法が下記 の 規格名称 の も とに一括

して 制定 され て い る 。

　AS 　1289 ： Method 　 of　Testing　Soils　 for　 Engineering

　Purposes ，141　p．，　S亡andards 　 Association　 of 　Australia

　（略号 SAA ）発行

　NZS 　4402 ： Method　of　Testing　Soils　 for　 Civil　 Engi．

　 neering 　Purposes 多

　Part　1 ： Soil　ClassificatiQn　ancl　Chemical　Tests，91　p．

　Part　2 ： Soil　Compaction　and 　Soil　Density　Tests，100p．

　Standards　Association　 of 　New 　Zealand （略 号 SANZ ）

　発行

　両規格の 作成 に 際 して は，英国規格 BS　1377 ：
　1967（エ975

年 に SI 版に 改 正 ）；

　BS 　1377： Methods　 of 　Test　for　Soils．　 for　Civit　Engi．

　neer 弖ng 　Purposes，　p．143，　British　Standards 　Institution

　（略号 BSI）発行

を手本に した だ け あ っ て ， 標題 （工 学用途 で あ る こ と を明

確に し て い る） と形 式 は よ く似て い る。内容に つ い て は

BS 　1377 だけで なく米国の 諸規格 も参考 に し ， 更に 自国の

地域特性や特殊な条件を取 り入 れ て い る の で 細部に お い て

の 差異 が 少な くない 。

　3．　1．1AS 　 1289 ： 現行 の AS 　 1289 は ，1966年 に 制定 さ

れ た AS 　A 　89 （規格名称 は 同 じ ）を，1977 年に 単位を SI

化する た め に大幅に改訂 し た もの で あ る 。 そ の 後，
1981年

ま で に い くつ か の 改正 ， 追加が な され て い る 。 旧規格 AS

A89 は ， 米国に お い て 多 くの 土質基準が道路関係者の 推

進 に よ っ て で きた の と同様に ， 全豪州道路局協会 （NAAS

RA
， 後述） か らの 要望で制定され た経緯を もつ

。 した が

っ て ，規格項 目と内容を み る と道路土質を対 象と し た性格

が 強 い の は否定 で きな い 。

　3．　1．2Nzs 　4402 ： Part　 1部 分 は 1976 年 に 制定 され た

が，そ れ ま で ，土質試験 に は 同 じ 母国語 で 書 か れ た BS ，

AS および米国 の 諸規格な どが準用 され て い た。現 行 の

NZS 　4402は，　 Part　 1 ： 1980，お よ び Part　2　P ： 1981 （こ

こ で P は暫定規格 の 意味） か らな り完全 SI 版 で あ るウこ

：上と基 礎，30− 6 （293）
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表一2　土質試 験 ・調査規格

規 格 項 目

規 番 号

JIS
［jSF〕

般

用語記号

試料調製 ：空気 乾燥 法

　 ”　　：非乾燥 法

LAM
｝1−79T

　 〔C〕

AS 　1289
（！981）

含水量試験 ：炉乾燥 法

　 　 〃 　 　 ：砂容器 法

　 　 〃 　　 ：ア ル コ ール 法

液性限界試験 ：キ ャ サ グラ ン デ法

　 　　〃　　　　：
一

点法

　 　　 〃 　　 ： コ ーン 法

塑性限界試験

塑菅生指数 の 決定
1

収縮定数試験

線収縮試．験
土粒子比重試験 ：細 。中・粗粒土用

　 　　 ” 　　　　，ピク ノ メ
ー

タ
ー
法

　 Al −77

｝A2 −7・

L
　 A1203 −78

Al 即）5−79T

NZS 　4402

催、ζ欟）

含

水

量

お

よ

び

分

類

試

験

1．2

1．5

1｝　A ・2・6−78

　 A1209 −78

IlOBI

・1−77
i△ B1 ．2−77
△ B1 ．3−77

2：1：1：；；i｝
　　　　　E
OC2 ．1−77
0C2 ．1−77

T1

T2534

TTT

BS 　1377
（1975）

1，21
，5

粒 慶試 験 ：湿 ふ る い 法

〃 　 ；乾ふ る い 法

〃 　　：ふ る い 十 比 重計法

tr　　　：　ピベ ッ　ト孟去

〃 　　　：比重言卜｝去

74Fm 通過質量試験

還 心 含水当量試 験

砂当量値試験

Emerson 分級試 験

粘土 分 分 散率試．験

　　強熱減量試験

　 　 在機物含有量試験 ：強熱 減量法

化 　　　　 〃　 　　　：重 ク ロ ム 酸注

：学 　硫酸塩含有量試験 ：質量 法

　 　 　 　 　 〃 　 　 　 ：容積 法
．的

pH 試験 ： ガ ラ ス 電棚
・
法

．
性 　　　〃 　　 ：比色法

質 　電気抵抗性試 験

　 　 ア ロ フ ェン含 有判定試験
試
　　粘土鉱物 判定の た め の 試料調 製

験 i水溶性成 分試験試 料調 製

　　水溶．性成 分合量 試 験

　 　 塩｛匕物含 有量試験

A1   2−78

A ユ204−79T

〔T22 −71〕
A12 α7−78

〔Te68 〕

〔T8 −68〕
〔T9 −68〕
〔T13−68〕
〔T14 −68〕
〔T7 −79T 〕

1　 〔T24 −79T 〕

　 〔T10 −68〕
　 〔T11 −68〕
　 〔T12 −68〕　　　　　　 1

締

固

め

お

よ

び

密

度

試

験

1
突固め試 験 ： 2．5kg ラ ン マ r 標準法

i　　 〃　　 ：　　　 〃　　　，副法
i
　　 〃 　　 ：4．5kg ラ ン マ ー、標準法

　　 〃　　　：　　　　 〃 　　　　，副法

　　 〃 　 ：振動 ノ・ン マ ー
法

攤

驚飆鰹糞
　　　　　　　　1　　 　 　 　 　 　 　 大 シ リ ン ダー法

　　 　 　 　 　 　 　 ハ ン ドス ＝
ツ プ法

　　 　 〃 　 　 ：コ ア カ ツ タ ー法

　　　〃 　　　：ノ ぐノレ
ー

ン デン ソメ
ー

タ法

　　 　 〃 　 　 ；プ ラス チ ッ クシ
ー

ト訣

　　 　 〃 　　 ：水浸 法

　　 　〃　　　　：水 位 法

乾燥密度比 の 決定

最大
・
最小乾燥 密度試験

1密度指数 （相対密 度） の 決定

i締固め管理試験 （迅速法 ）

i

OC4 ．1−77

｝C … −77

0C6 ．1−77

△ C6 ．2−77

OC6 ．3−77

C7 ．1−77C8
，工一80C8
．2−80

D1．1−77

D2 ．1−77

OD3 ．1−77
△ D3．2−77
　 D4 ．1−80

T6T8
（A ）

T8（B ）

OT9 （A ）

△ T9 （B ）

OT9 （C ）

△ T9（D ）

T7

OTI （A ）

△ T1 （B ＞

△ T 工（C ）

　T2 （B ）

　T2 （C）

　T2 （A ）

　 T3

　 T4

△ T10 （B）

OT10 （A ）

　 Tll

OT12 （A ）

△ T12 （B）

T13

1
　A1210−79T

JA1214
−78

　 　 　 　 　 1
0EL1 −771
△ E1．2−771
0E2．1−77
△ E2．2−77

E3．1−77E3
．2−77

T14

T15

T16

　T5
　T6 （A ）

　T6 （B ）

OT7 （A ）

△ T7 （B ）

OT7 （C ）

△ T7 （D ）

　T8
　 Tg

　T100T11
（A ）

△ T11 （B ）

｝〔T26 −81T 〕

E3 ．3−77E3
．4−77E3
，5−77

強

度

CBR
．
試 験 ：乱 した 供試体

　　 〃 　　 ：乱 さな い 〃

　　 〃　 　 ：現 腸試 験

現場 ペ ー
ン せ ん 断試験

｝・・2・・
一・・T 　i

〔C〕

E4 ．1−77E5
，1−77E6
．1−81E7
．1−77

OF1 ，1−77
0F1 ．2−77
0FL3 −77
　 F2 ．1−77

　　　　　1
｝T ・7（A ）i
　　　　　 …

T17 （C ）

T17 （B ）

T17 （D ）

T17 （E ）

Ju 皿 e．1982

T12

T13

TI4

OTI8（A ）

OT18 （C ）

OTI8 （C ）

T15 （A ）

T15 （B ）

T15 （C）

T15 （D ）

T15 （E ）

T15 （F ）

T16

T18

No ．1312

の 規格は ，
ニ ュ

ージー
ラ ン ドの 土木 ・

建築の 学協会，研究 機 関，業界， 中

央 ・地方官公庁な ど10開係機関代衰 か

らな る Building　and 　Civil　Enginee・

ring 　 Sectional　 Co 皿 皿 ittee （作業 は

Seil　Testing　Commi しtee　thN
’
実施） に

よ っ て 作成 され た。 AS1289 に比 べ て

NZS 　4402 の 内容構 成は，　 BS 　1377 ：

1975 に 近 い が，BS を補完す る意味で

AS や 米 国 の 規格 を適宜引用 して い る 。

　 3．2　 規 格 の 内 容

　 AS 　1289 お よ び NZS 　4402 に あ る試

験 ・調査法 を ， JIS，　 JSF （土質工 学会

基準，C は 委員会案），　 BS と対応 させ

一覧表 に ま と め た の が表
一2 で ある。

我 が 国 の 規格 も当初，欧米 の 規格を範

と して 制定 した経緯 があ る た め，全般

を通 し て 大筋 は 共通 して い る。た だ し ，

各規格と もそ れ ぞ れ の 国情を か な り規

格内容に反映 させ て い るの で ， 同 じ 名

称の 試験 ・調査法 で も微妙な点で 差異

が あ っ た りす る 。 し た が っ て 海外 工事

で の 土質試験結果報告で は ど の 規格 を

使用 し た か 明示す る必 要 が あ る。

　 AS お よび NZS に は，土質工 学会発

行 の 「土質試験法」 や 「土質調査法」

の よ う な 詳細 な 解説，データー記入例

は な く， データーシ ートも完備 して い

な い の で，説明文や 備考 （Note）の 精

読 が 大切 で あ る 。

　単位につ い て は ，
AS

，
　 NZS と もに

SI で 表示 し て い る 。 こ こ に 留意 し な

けれ ば な らな い の は ，い ずれも旧規格

（ブ ー ト・ポ ン ド法） か ら単位換算 に

際 して ，ほ とん どが ソ フ ト換算 （数値

を丸 め な い ）を し て い る 点 で あ る。従

来か ら メートル 法の JISで は，ハ
ード

換算 （数値を丸 め る） し た もの が多い 。

した が っ て JIS とは も ち ろ ん ，
　 AS

，

NZS ，　 BS 間に も若干 の 換算方法 の 不

統
一が あ るた め，装置 ・器具 の 寸 法 の

差や規定 の 荷重 ・応力 の 大き さ に 違い

が あ る。ま た 使 用 単位 も Mgfm3 と

t1皿 3
，
　 kPa と kN ／mZ な ど 現状 で は や

や 統
一

性 に 欠け る面があ る。

　試料 サ ン プ リ ン グ等 に つ い て は，

AS 　1726−1981 ： SAA 　Site　Investiga．

tiQn 　 Code
，
84　p．が別途定 め られ て い
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衷一2　（続 き）

お 　一軸圧縮試験 ：室内，ポータ ブル 式

よ　　　 〃　　 ：自記式

び　三 軸圧 縮試験 （非排水 ）

　 透水試験
圧

　 圧密試 強 （
一
次元）

密
　 道略 の 平板載荷試 験
試
　 地 盤の 　 　 〃

験
　 標準貫入 試験

　 オ ラン ダ式二 重管 コ ーン 貫入試 験

　 ス ウェーデン 式サ ウン デイ ング試験

A1216−79T

　 〔C 〕

A1218−79T
A1217−79T
A1215 −78
〔T25 −80T 〕

A1216−61A1220
−76A1221
−76

F4．1−77

F6．1−77

F3．1−77F5
．1−77

T20 （A ）

T   （B ）

Tl9

T21

T20

T2 工

T17

T19

〔備 考〕

　 JIS：　口本工 纈 格

JSF ：±質工 学 会基 準

　 AS ：オ ー
ス トラ リア 規格

NZS ：ニ ュージ
ー

ラン ド規格

　 BS ：芙 国規格

C ：委員会案

T（規格番 号前）：試験 （Test）

T （年号の 後）：暫定〔Tentative）

○ ：標準 法（Standard）
△ ：扇rl　法 （Subsidiary）

て，ニ ュ
ージーラ ン ドで も現在 こ の 規格 を利用 し て い る。

　以下 ， 規格項 目ご との 特徴的な点を述 べ て お く （表一2

の 規格を以 下 単 に JIS，　 AS ，　 NZS ，　 BS と書 く）。

　 32 ．1 一
般共通事項　　AS と NZS は 第 1章 で ，規格

の 目的や全体を通 し て 使われ る用語，装置器具，土 の 区分 ，

試料調製法をま とめ て い る。試料調 製法 で 注意す べ き点 は

NZS が空気乾燥法を採用 し て い な い こ と で あ る。こ れ は

火山性の 土が多い と い う理 由 に よ る 。 標準 ふ るい に 関 し て

は，AS は別規格 AS 　U52 ： Test　Sieve が あ りこ れ を使っ

て い る が ，
NZS は BS　410 ： Test　Sieves（AS 　1152 と若干

異な る）を使用 して い る た め，AS と NZS で の 土の 区 分 と

粒度 は 厳密 に は
一

致 し な い 。

　 3．2．2 土 の 含水量 ・分類試験法

　Cl）含水量試験 ：炉乾燥法 が基本 で あ る が，　 AS で は 現場

を重視して 迅速法 も正 式 に加 え て い る 。   コ ン シ ス テ ン シ

ー試験 ： フ ォ
ー

ル コ ー
ン も正規 に採用 され， NZ で は 特 に

コ
ー

ン 貫入 限界（CPL ）を定義し て い る。収縮限界は JISと

異な り線収縮測定に よ り求 め る 。 （3｝比 重試験 ：JISで は 15

℃ の 水 に対す る 比重 を い うが ，
AS と NZS で は 5

°
C で あ る 。

AS と NZS で は 土粒子 の 比重 Gs （Speci丘c　Gravity）と い

わず に 土粒子 の 密度 ρs （Soil　Particle　Density）とい う。

（4｝粒度試験 ；粗粒分 に つ い て は AS と NZS は湿 ふ る い

（Wet 　Sieving）が 標準法 と な っ て い る。細粒 分 に は NZS

は BS と同じ くピペ ッ ト法，　 AS は JISに近 い 比重計法を

使っ て い る 。こ の 粒度試験法 の 説明 に は か な りの ペ ージ数

（AS ： 18　p ．　NZS ： 23　p ．）を当て て い る。〔5｝砂当量値試 験

（Sand 　Equivalorit，　SE）： 4．75　mln 通過分 中の 細粒分 の 量

と タ イ プ を測定す る もの で 道路用材料管理 に使 っ た りす る。

ASTM 　D 　2419 を 参 考 に し て い る。〔6｝Emerson　Class

Nu 皿 ber： 1980年制定 の AS 独 自の 規格で ， 細粒土 の 沸化

・分散性 に 基 づ き土 の 分類 を 行 い，粘土鉱物，侵食性，締

固め特性な どを判定す る 試験法 で あ る 。（7）粘土分分散率試

験 （Percent　 Dlspersion　of 　a 　Soil）： 5 岬 粒子 の 分散率

を決定す る試験 で，米国 の SCS 　test また は doub ！e　hydr−

ometer 　 test と し て も知 られ て い る。
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　3．2．3 土 の 化学的性質試験法

　（1）有機物含有量試験 ： AS で は 強熱

減量法だけ定 め て い る が，NZS は 重

ク ロ ム 酸法 を標準法 と して い る。〔2｝硫

酸塩含有 量 試験 ：規定 は質 量 法 だ け で

あ る 。 ｛3）pH 試験 ： 比色法 も補助法 と

して 規格化 し て い る。〔4庵 気抵抗性試

験 ： AS だ け が 1980年に追加制定 した

試験法 で ， 金属 に接する土質材料の 品

質管理 に用い る。｛5）ア ロ フ ェ ン 含有判

定 試 験 ： 火 山性 土 の 多 い ニ ュージーラ

ン ド独特の 試験 で あ る 。

　3．2．4　土 の 締固 め ・
密度試験法

　 （1｝突固 め 試 験 ： NZS は BS に 準拠 し て い る が，試料調製

等が異な りわ ざ わ ざ NZ 標準法 と断 り書 きが して あ る 。 （2）

現場乾燥密度試験 ： 現揚条件 に 適切 な各種 の 方法を紙数を

割 い て （AS ： 16P ．，　 NZS ： 20　P．）規格に 取 り入れて い る

点 は JISと異な る。（3）乾 燥 密 度 比 （Dry　Density　Ratio，

RD ）： 室内締固 め の 最大乾燥密度 に対す る 現揚乾燥密度 の

比 で ，施 工 管 理 に 用 い る 。 〔4）最大 ・
最小 乾燥密度試験 ：振

動台法 で 測定す る。密度指数の 決定は 1981年に制定して い

る。（5）締固 め 管理 試験 ：ASTM と同様，　 Hilfの 方法 に よ

る迅速法 で あ る 。

　3．2．5 土 の 強度 ・圧密試験法

　（1）CBR 法 ：AS ，　NZS と もに CBR 試験 を重視 し て い る 。

（2）粘性土 の せ ん 断強度試験 ； AS は現場 ベ ーン せ ん 断試験

法，NZS は一
軸圧縮試験法を採用 し て い る。〔3｝三 軸圧縮

試験 ： BS に 従 っ て ，　 AS と NZS は間隙水圧を測定し な い

非排水試験 の み規格化 して い る。〔4）一次元 圧密特性試験 ：

JISの 方法 と大差 ない が，圧密荷重 レ ベ ル や 圧密係数の 単

位 な ど若干異 な る 。

4． 道路土質基 準

　 4．1 オース トラリア

　道路建設 の 歴史 は植民地開拓後 の 間 もな い 1788年に 始 ま

り，道路工 事 の 最 も古い 示方書 と し て は 1810年の もの が み

られ る
t4）。我が国 と違 っ て，各州 は 内政 自治権をもつ （特

別地域は 連邦政府） の で ，実際 の 道路行政 は表
一 3に 示す

各部局 が各 自の 方針をもち担 当 し て い る。こ の 7 機関をメ

ン バ ーと した 全国組織 の 一っ に NAASRA （The 　Nati。nal

Association　 of 　 Austra！ian　 State　 Road 　Authorities
， 1934

年設 立 ） が あ る 。
こ こ か ら道路 に 関 して の 刊行物が現在40

種以上出 され て い る が ， 道路土質 ・土 工 関係 の ス ペ ッ ク と

し て 次の もの が あ る 。

　（a）　Guide　to　Stabilization　in　Roadworks

　（b）　Guide　to　the 　Selection　and 　Testing　to　Gravel　for

　　　Pavement　 Construction

　（c ） Manual　for　the 　Use 　and 　Handling 　of 　Explosives

土 と基磁 　30− 6 （293）
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表一3　オ
ー

ス トラ リア の 道路 行 政 機関

州 t た は特別池域 〔略 弓）
州 道 路 部 局
（
＊
連邦政 府部局）

＝ ＝一一）ウ ス

ウ ェ ル ズ

ビ ク トリア

ク イ ーン ズ ラン ド　Qld．

121トラ リア
sA

ウヱス タン
　 　 　 　 　 　 W ．A ．
オ ー

ス トラ リア

タス マ ニ ア

・ ．S．W ．　I　R：：altm・ ・ t ・ I
　
M …

　 Vic．　 C 〔）untry 　Roads 　Boa τd

　 　 　 Main 　Roads
　 　 　 lDepartment

　 　 　 Highways 　 DepaTtment

　 　 　 Main　Roads
　 　 　 Department

… ．黯絮
ment °f　P”blic

北部特別地 域　 　 N ．T ．

首 都特 別地域 　 A ．C．T ．

Australian　Department
of 　Housing 　amd

Construction（＊
）

所 在 地

SydneyMelbourne

BrisbaneAdelaidePerthHobarr

Canberra

道路延 長
（km ）

208800115933816497810118516041019247191421579

　　　（R ・ adw ・ rks ）

（d） Drainage　of 　Wide　Flat　Pavement

NAASRA の 出版物 は
一

般共通仕様書 と し て の 性格が あ

b ， 実際 に は各州発行の 諸基準が原則的 に 優先す る。表一

4 に ，

一
例 と して N ．S．W ．州道路局 の 道路土工 関連の 基準

を示 し て お く。なお ， 年と と もに 示方書の 数 と種類が増加

し ， 内容が複雑化す る た め ， 本来の 技術進歩を妨げて い る

の で は な い か とい う指摘 もみ られ る
14 ）

。

　4．2　ニ ュ
ージーラ ン ド

　こ の 国 の 道路総延長 は 96　000km で あ り， 豪州 と 同 じ く

道路水準は高い 。地形上起伏 や 河川が多い た め建設 コ ス ト

が 高 く， ま た 土質条件が似 て い る こ．とな どか ら目本 の 状況

に近 い 。と こ ろ で ニ
ュ
ージーラ ン ドで は，過去 15年間の 統

計 に よ る と GNP に 対す る道路投資額 の 比 は年 々 減少 して

い る 折 が ら，建設 工 法 ・設計法・示 方書 の 重要性を認識すべ

き だ と い う意見 が あ る
15 〕

。 示方書 （Code 等）は，　 National

Roads　Board で 出 し て い る が ， 手 元 に資料が な い の で 詳

細 は省略する。

5．　 土質安定処 理基準

　両国内で 安定処理 土 の 試験法規格 と し て 最 も影響力 を も

つ の は英国規格， BS　1924−1975 ： Meth 。ds　 of　 Test　 for

Stabihzed　Soils （94　P．　BSI 発 行）お よ び 米国 の ASTM と

AASHTO の 諸基準で あ る 。

　一般の 土質安定処理関係 の 各種基準 ・仕様等に つ い て は ，

オ ース トラ リア 人 に よ る 成書
鮒

が 参考 とな る。また オ ース

トラ リァ を主 と して，道路用安定処理 土 の 設計 ・試験 ・施

工 指針 に関して の 問題点 は 文献m
の 中 に詳 し く論じ られ て

い る 。

6．　 耐震設計要綱

　6．1 オ ース トラ リア

　ォース トラリ ア 大陸で の 地震発生調査 は 近年 に な っ て 盛

ん に 行 わ れ て い る が，1897〜エ972年 の 75年間 の マ グニ チ ュ

ード 4 以上 の 地震発生件数は 584 を 数え る
IB 〕

。 多発地 域

June ，1982．
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表一4Department 　 of　Main 　Road ．　N ．S．W ．の 示方書 の 例

規 格翻 1 規 格 名 称

70513

528827go7

SD 　114SD4934SD4935

T ．106T
．107T
．108T
．109T
．111

T ．114

1．　Departrnent’旦§．tandard 　For 【ns

Specification　for　Earthworks 　 and 　Fofmation

Instruction　for　 the 　Design 　 of 　Subsoil　 and 　 Subgrade

　Drainage
Speci丘cation 　for　the　Construction　of 　Sub −soil 　Drains

Specification　for　Shoulders 　 and 　Table 　Drains

Specification　for　Corrugated 　P．V ，C 　 Subsoi！ Drainage

　Pipe

　2．　 Department ’
s　Standard 　Dr董wings

Standard 　Rubble 　Retaining　Wall
Standard　Mass 　Concrete　Retaining　Wa11
Standard 　Cant韮ever 　Retaining　Wall

　3．Department ’
8邀 andard 　Te8t 込4ethQds

Coarse　Particle　Size　Distribution
Fine　Particle　Size　Distribution

Liquid　Limit　 of 　Road 　Material
Plastic　Lilnit　and 　Plasticity　Index　of 　Rcad 　Materia 旦s

Dry 　Dens 【ty ／Moisture 　Relation　for　Road 　Materinls

　（Standard 　Compaction ）

Maximum 　Dry 　CDmpressive 　 Strength　 of 　 SollS

（危険地域）を示す地図 も次 の 規格案 の 中に 示 され て い る a

AS 　212レ 1979 ： SAA 　Earthquake 　CQde，96　p．

　 6．2　ニ ュ
ージーラ ン ド

　 こ の 国の 地震記録 は，1840年以降 に 限 られ る が ， 南島に

お い て 1968年，北島に お い て，1848，1855，1879，1976年

に 地震災害が 起 きて い る 。
1976 年の コ ラ コ ヌ イ 地震 で は 地

盤 の 液状化 が み られ た よ うに，被災状況 は 日本 と変 わ らな

U 、。　地震荷重要綱 ｝S1931 年，　建築物而｝震要綱 ｝ま1973年 ｝こ 缶i亅

定をみ て い る。構造設計 お よ び 設計荷重 に 関 し て は 次 の 規

格があ る．NZS 　4203−1976 ： Code　of　Practice　for　General

Structural　Design　and 　Design 　Loadings　for　Buildlngs．，

p．91，（Part　3 ： Earthquake 　 Provisions），

7．　 あ と が き

　ま え がきで 述 べ た よ うに ， ス ペ
ッ ク と称す る もの に該 当

す る 土質基準 は，各種 の 機関 か ら用途に応 じ て 出され て い

る の で ， 分 野 を広げて 収集すれ ば か な りの 数にの ぼる と考

え られ る。本文 は，著者 らの 手元 に あ る 資料と若干 の 滞在

経験 を も と に，実務 に 当面 す る 際 の ほ ん の 手がか り程度と

して ま と め た もの で あ る。紙数 に 制約 が あ り詳 し く内容 を

紹介で き な か っ た 点 を お詑び す る と と もに ， こ うした基準

は ， 時代と と もに 常 に 改正 ・廃 止 ・制定 が検討され て い る

点 に留意して 頂きた い 。
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